
　10
月
20
日
葉
山
町
防
災
訓
練
が
、

一
色
小
学
校
校
庭
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　表
紙
の
写
真
は
土
の
う
作
り
、

初
期
消
火
や
ジ
ャ
ッ
キ
で
家
具
を

持
ち
上
げ
挟
ま
れ
た
人
を
救
い
出

す
救
助
体
験
の
様
子
な
ど
で
す
。

　自
衛
隊
、
警
察
の
特
殊
車
両
の

試
乗
、
移
動
ト
イ
レ
展
示
、
煙
に

囲
ま
れ
る
体
験
な
ど
も
。

　ま
た
、
体
育
館
で
は
避
難
生
活

体
験
も
あ
り
、
大
人
も
子
ど
も
も

た
く
さ
ん
の
町
民
が
参
加
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

　地
震
や
災
害
に
遭
遇
し
た
時
に

ど
の
様
に
自
分
や
家
族
を
守
り
、

人
の
役
に
立
て
る
の
か
。

　頭
で
は
分
か
っ
て
い
て
も
、
い

ざ
そ
の
場
で
は
な
か
な
か
動
け
な

い
も
の
で
す
。

　こ
う
し
た
体
験
型
の
防
災
訓
練

が
町
民
皆
様
の
お
役
に
立
て
れ
ば

幸
甚
で
す
。
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定例会のスケジュールは変更になる可能性があります。
また、一般質問は質問者数によって日程が変動します。
詳しくは議会ホームページにてご確認ください。

次回定例会は…
11/27-12/16 の予定です。

11/27（水）
12/13（金）

12/11（水）
12/12（木）
12/13（金）

12/3（火）
12/4（水）

12/5（木）

11/28（木）
11/29（金）
12/2（月）

録音版議会だより
議会だよりは音声データを作成
しています。ご希望の方は議会
事務局までご連絡ください。

♬

議会のライブ・録画中継はスマートフォン、
タブレットでも視聴できます。

視聴は
こちら

議会ホームページのトップの
Googleカレンダーから、
最新の議会日程が確認できます。

議案審議 一般質問 各常任委員会

議会運営委員会各特別委員会

こ
う

 じん
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課題とした事業注目のトピック

令和
5年度 決算を認定 持続可能な町づくりのために

住宅リフォ
ーム

資金助成

ゼロ・ウェイ
スト

推進
養育支援
短期入所事

業

合併処理浄
化槽の

整備
がけ地防災
対策補助

想定より光熱水
費が高騰せず、
約1億円の
不用額が発生

●助成総額は
　1億３７４４万円
●医療費助成を
　18歳まで拡充

想定を上回る
１２１件の
申請

上山口小給食
調理室を改修し、
親子方式で
開始

粗大ごみシールの
LINEオンライン
決済の利用が増加

●灯台の
　維持管理費
　６８万円
●灯標改修工事
　901万円

●旧耐震の家
　屋が今なお
　４４６３戸
●ブロック塀
　の撤去も進
　まず

６００件以上の
整備が未完了

野生イノシ
シの

捕獲

住宅耐震の
推進

●鳥獣被害対策
　実施隊員の
  高齢化、
  人員不足
●生息数、範囲の
　拡大の懸念

ショートステイ、
トワイライトの
利用が1家庭
にとどまる

対象工事０件、
利用実績なし

光熱水費の
不用額

子ども
医療費助成

葉山灯台の
改修工事

中学校給食
スタート！

秘密基地
プロジェクトの
運営方法に課題

里山の魅力
創造事業
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議員

議員

議員

 図書館長の配置及びしおさい博物館の学芸員常駐は？

議員

イノシシ捕獲後の処理施設の整備は？

将来的に拠点は必要だが、課題も多く引き続き検討が必要な状況だ。

町長

南郷上ノ山公園の主管課は？

現状、専任の図書館長は配置
されていないが業務は円滑
に行われている。また、博物
館専任ではないが、生涯学習
課に学芸員を配置している。

教育長

小学校の通学路での見守りを町内会やPTAが実施しているが？

地域や保護者の皆様に過度の負担にならないよう、十分配慮をしながら地
域全体で安心・安全な環境を整えていきたい。

教育長

葉山の魅力創成・発信事業の今後の運営の考えは？

姉妹都市、友好都市との交流のあり方は？

議員

議員 草津町民参加の水泳教室や葉山町民参加のスキー教室への参加者が増え
ず、課題を認識している。改善に向け、アイデアを出していく。

町長

町長

都市計画課の所管で技術的な
側面をまとめ、また教育委員会
で利用者に寄り添った運用を行
う現行の体制で継続していく。

町長質問

教育長質問

Q1

Q2

Q1

Q2

Q3

Q4

現状は、運営側や地主との協議が整って
いない。引き続き、山の魅力の発信・創出
ができるように支援してきたい。 町長

A1

A2

A1

A2

A3

A4

南郷上ノ山公園

町長・教育長への質問
葉山の魅力
創成・発信事業

議員は
こう見た!!

人が質問5

決算総括質問

＃学校施設　＃給食
＃コミュニティスクール

窪田
答

窪田

答

窪田
答

答
待寺

中学校給食の上山口町内会の懸念事項は。
現実に起こっていない。

学校再編で上山口小給食調理室や長柄小トイレ改修
への対応は。
基本計画策定後に検討する。

コニュニティスクールの進展状況は。
議論の場が増え、どう深めてい
くか問われている。

決算審査の教育長の総括は。
「スクールミッション」「ス
クールポリシー」を作成し、
高い評価を受けた。情報管
理の安全性も高まった。

＃防災協定　＃住宅耐震
＃ハザードマップ　＃避難計画

那須町との防災協定は締結されているが、下田市と
は進んでいるか。
令和５年３月に締結した。担当者同士で意見を交わ
し、機を見て伺いたい。

住宅耐震推進事業の執行率が３０％と低いが。
旧耐震基準の建物が４４６３戸あり、研究したい。

洪水ハザードマップ浸水区域の危険箇所は改修し、
工事費は県に請求できないか。
県で対策を講じてもらう。

避難行動要支援者数の推移と
個別避難計画の作成状況は。
登録者は減少傾向で168人。
うち１７人作成した。

愛知県阿久比町は人口同規
模で、登録者９２５人だ。積極
的に取り組むべきでは。
各課と連携し、努力したい。

荒井

答

中村

中村

答

中村

答

中村

答

答

＃特定健診
＃健康増進施設利用券

窪田
答

近藤

答

特定健診受診率向上策は。
会場増等、工夫した。

健康増進施設利用券の
利用可能施設の拡大は。
拡大に向け、交渉したい。

＃下水道　＃ヤスデ対策
＃アゼシート

窪田
答

荒井
答

荒井
答

近藤

答

近藤

答

下水接続は私道が課題だが対応は。
訪問等している。

ヤスデ対策として、購入した消耗品の内容は。
集塵機３台とアゼシート７０セット（１セット２０ｍ）購入
した。

町民にアゼシートを配布するのか。
配布し実証実験で効果検証したい。その後、補助金
制度を検討する。

多額の維持費を要する葉山灯台に、
ネーミングライツを公募しては。
検討したい。

南郷上ノ山公園のテニス
コートやドッグランの紙製
人工芝導入は。
速やかに対策は講じたい。

教育

防災

福祉

生活
環境

＃都市計画税　＃光熱水費
＃不用額　＃決算総括

答

近藤
答

窪田
答

待寺
答

待寺
答

待寺
答

湘南国際村への都市計画税の課税で、２千万円以上
増収になるが、実施すべきでは。
市街化調整区域なので難しい。

実態に則し、市街化区域に編入を県と調整すべきでは。
見直しは難しい。

不用額の町民還元は。
還元策を積極的に考え、予算に組み入れたい。

光熱水費の不用額が約１億円だが。
余力を持たせた結果だ。

教育委員会所管事業でも多額だが、報告は。
令和５年９月の電気事業者変更が主要因だ。

決算審査の町長の総括は。
町税収納額が増額し感謝
の念を抱いた。町全体の財
政状況を精査し、大規模事
業の着実な推進と公共施
設再編の発信をしていく。

財政
近藤

近藤待寺 窪田中村

姉妹都市、
友好都市交流

南郷上ノ山
公園

イノシシ
処理施設

図書館・
博物館

通学路の
見守り

秘密基地プロジェクト

図書館 しおさい博物館

荒井

綺麗になった葉山中トイレ

南郷上ノ山公園テニスコート湘南国際村
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議員
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イノシシ捕獲後の処理施設の整備は？

将来的に拠点は必要だが、課題も多く引き続き検討が必要な状況だ。

町長

南郷上ノ山公園の主管課は？

現状、専任の図書館長は配置
されていないが業務は円滑
に行われている。また、博物
館専任ではないが、生涯学習
課に学芸員を配置している。

教育長

小学校の通学路での見守りを町内会やPTAが実施しているが？
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教育長
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議員
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避難行動要支援者数の推移と
個別避難計画の作成状況は。
登録者は減少傾向で168人。
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第1回
臨時会
7月29日

第３回
定例会
9月4日～
10月10日

Q：一者入札になるのは望ましくない
が。

A：適切な入札が行われるよう努める。
Q：これまでは直営だった。委託に不安
があるが。

A：町職員の同行研修や、町民に笑顔
で接してもらえるよう配慮する。

Q：生ごみ回収は週2回とのことだが、
将来的に自家処理にするという考
えはあるか。

A：分別回収と自家処理を同時に進め
ながら生ごみ収集回数を減らして
いくことを目指していく。

Q：新しく導入する収集車にEV、ハイ
ブリッド車を検討したか。

A：低公害車は納車時期、災害時の対
応、パワーの問題から選択できな
かった。

●燃やすごみ収集の週1回に反対
する。オムツ収集の問題も残って
いる。

●環境負荷の点からも、燃やすご
み週１回は妥当だ。

●逗子市との共同事業で、遅らせ
ることはできない。

●生ごみ1回、燃やすごみ1回の
先進事例に学ぶべき

●紙おむつ、ペットの糞の臭気対
策を早期に進めてほしい

332万円ごみ収集事業（令和７年３月分のみ）

三浦

ごみ収集の軽車両コース（狭隘道路）を
民間委託へ

令和5年度決算、令和6年度補正予算、
条例、陳情書の審議

賛成討論

反対討論

●個人情報保護と安全管理処置への懸念が深まる
もとで適用を拡大することに反対だ。

反対討論

Q：情報漏洩が心配だ。
A：個人情報の保護に関しては十分意識を持ちながら事務を行っていく。

葉山町個人番号の利用及び特定個人情報の
提供に関する条例の一部を改正する条例

医療費助成事務において
利用できる特定個人情報を追加するため

Q：今まで出していた資格証は。
A：葉山では保険料滞納による資格証明書対象者はゼロだ。今後はマイナ
ンバーカードもしくは資格確認証に必要事項を記載するように変わる。

葉山町国民健康保険条例の
一部を改正する条例

国民健康保険法の改正に伴う改正
被保険者証の返還に関する罰則規定を削除
認知症等により本人の判断能力が不十分かつ身寄りの有無が判別で
きない方の国民健康保険料の徴収猶予を最長1年に

葉山町デマンド型
乗合タクシーの
実証運行に関する条例

きょう あ い

歳 出

可 決
可 決

可 決

デマンド型乗合タクシーの
運行区域、使用料、
制限事項等について定める
Q：この条例は実証運行の令和6年10月
から令和7年1月31日のみ有効か。

A：実証運行後、精査が終了したら廃止
になる。

議会だより 第158号 令和6年11月14日発行議会だより 第158号 令和6年11月14日発行
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第1回
臨時会
7月29日

第３回
定例会
9月4日～
10月10日

Q：一者入札になるのは望ましくない
が。

A：適切な入札が行われるよう努める。
Q：これまでは直営だった。委託に不安
があるが。

A：町職員の同行研修や、町民に笑顔
で接してもらえるよう配慮する。

Q：生ごみ回収は週2回とのことだが、
将来的に自家処理にするという考
えはあるか。

A：分別回収と自家処理を同時に進め
ながら生ごみ収集回数を減らして
いくことを目指していく。

Q：新しく導入する収集車にEV、ハイ
ブリッド車を検討したか。

A：低公害車は納車時期、災害時の対
応、パワーの問題から選択できな
かった。

●燃やすごみ収集の週1回に反対
する。オムツ収集の問題も残って
いる。

●環境負荷の点からも、燃やすご
み週１回は妥当だ。

●逗子市との共同事業で、遅らせ
ることはできない。

●生ごみ1回、燃やすごみ1回の
先進事例に学ぶべき

●紙おむつ、ペットの糞の臭気対
策を早期に進めてほしい

332万円ごみ収集事業（令和７年３月分のみ）

三浦

ごみ収集の軽車両コース（狭隘道路）を
民間委託へ

令和5年度決算、令和6年度補正予算、
条例、陳情書の審議

賛成討論

反対討論

●個人情報保護と安全管理処置への懸念が深まる
もとで適用を拡大することに反対だ。

反対討論

Q：情報漏洩が心配だ。
A：個人情報の保護に関しては十分意識を持ちながら事務を行っていく。

葉山町個人番号の利用及び特定個人情報の
提供に関する条例の一部を改正する条例

医療費助成事務において
利用できる特定個人情報を追加するため

Q：今まで出していた資格証は。
A：葉山では保険料滞納による資格証明書対象者はゼロだ。今後はマイナ
ンバーカードもしくは資格確認証に必要事項を記載するように変わる。

葉山町国民健康保険条例の
一部を改正する条例

国民健康保険法の改正に伴う改正
被保険者証の返還に関する罰則規定を削除
認知症等により本人の判断能力が不十分かつ身寄りの有無が判別で
きない方の国民健康保険料の徴収猶予を最長1年に

葉山町デマンド型
乗合タクシーの
実証運行に関する条例

きょう あ い

歳 出

可 決
可 決

可 決

デマンド型乗合タクシーの
運行区域、使用料、
制限事項等について定める
Q：この条例は実証運行の令和6年10月
から令和7年1月31日のみ有効か。

A：実証運行後、精査が終了したら廃止
になる。
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ごみ処理データの開示ごみ処理データの開示 ごみ処理に関する基本データ等を議会に開示、また、来期に向け生ごみ資源化処理
費等がわかるよう予算・決算体系の見直しを行政に働きかけるよう求めているもの

臨御橋架け替え
プロジェクト推進事業

4419万円
小中学校に配付している
タブレットの修繕料
1台当たり6万円×160台

再生可能エネルギーシステム等
設置補助金

ホテル建設の停止、是正ホテル建設の停止、是正
・共同住宅の所有者と事業者との間で齟齬が　　　　
生じている
・町は事業者に改めて住民と協議するよう指導している

事業者が町と住民を偽る対応は葉山町まちづくり条例を無視しているので、
議会から町に開発事業の停止と是正を勧告するよう求めているもの

・事業者に強く指導し、ホテルの営業が開始されてからも支
障のないようにすべき
・事業の停止と是正を議会から求めるには、しっかりとした
根拠をもって行うべき [賛成2：反対4⇒不採択]

窪田 賛成 反対

現保険証の継続現保険証の継続

・現保険証とマイナ保険証の両立を求めるものであり、併用を否定する理由はない。意見書を出す最後のチャンスだ
・資格確認書等バックアップもあり、マイナ保険証利用も増えている。ＤＸ促進を後押ししたい [賛成4：反対1⇒採択 ]

●マイナ保険証の利便性を向上させ、不
安払しょくのための丁寧な周知を進めて
いくべき。

●紙の保険証との併用によるシステムの
煩雑化、コストの増加等のデメリットも
考慮すべき。

●マイナンバーカードの普及率は8割を超
えている。予定通り一本化すべき。

●マイナンバーカードの取得は任意であ
るのに、保険証廃止は所持しない人に
不利益となる。

●マイナ保険証がよいという意見もあり、
選択できるシステムにすべき。

●介護施設入所者の場合、マイナカード
等を施設に預ける。個人情報の流出悪
用を防ぐためにも現行の保険証を使え
るようにしてほしい。 賛成 反対

➡国に対し意見書を提出することとしました。

・委員会等で一部データを公表している
・集団資源回収データは、周知も含めて今後ホーム
ページで公表していく

・生ごみ資源化の予算決算体系は、事業立てを変更
する方向だ [賛成3：反対2⇒採択 ]

●要求データ全てを求めているものではな
く、要求は妥当なものである。

●陳情要求データは決算審査に間に合わな
いため趣旨了承だが全会一致とならず、採
択とした。

●趣旨了承を主張するが、７年度から始まる
生ごみ資源化処理に伴う要望も組み込ま
れている。

●すでに願意は達成されている。

●すべてのデータは公開されている。審議の
ために本当に必要なものを議員が資料請
求すればよい。

賛成 反対 退席

・データ全ての開示を求めているものでなく、データを
更に議会でも役立てるため、採択をすべき

・議員が資料請求をすれば良い

歳 出 歳 出 歳 出

Q：財政調整基金に３億円、公共施設に４億
７千万円積み増した理由は。
A：公共公益重視で、老朽化した公共施設
の更新の経費に割り振った。

地方交付税等

地方交付税 （１３６６万円）
臨時財政対策債 (▲４１９０万円)
基金積立金 （７億７２８３万円）

鳥獣保護管理対策事業 486万円

Q：捕獲後に処理する拠点の要望があった
が対応は。

A：課題だと認識している。
Q：他自治体では生ごみ資源化施設で処理
しているが。

A：技術的には可能と思うが、申請内容等再
度検討した上で町として見解を固める。

歳 出歳 入

当初見込みを上回った外来鳥獣及び
イノシシの捕獲に係る業務委託料等

家庭用生ごみ処理機購入費補助金 町制100周年の周知と葉山町のPRのため
京浜急行の車両内に掲示するポスター制作

補修補強に係る予備設計及び
詳細設計業務

ゼロ・ウェイスト
推進事業 120万円

Q：生ごみ削減目標として「年150機を販売し燃や
すごみを約４ｔ減らす」というのは電動生ごみ処
理機だけか。

A：キエーロも含めて150機が目標だ。

町制施行
100周年記念事業 34万円

Q：12月22日から1月19日の間、
京浜急行電鉄のハッピートレイ
ンは毎日どこかで走るのか。

A：黄色い車両編成の全車両に葉
山町の広告を掲載する。年末年
始は京急逗子線に乗り入れ予
定だ。毎日かどうかはわからな
い。

Q：何社に見積もりを取ったのか。
A：何社かに実現可能か確認したが、
入札は１社のみだった。予定価格
が外部に漏れることはない。

Q：小中学校のタブレット破損の原因は。
A：令和3年から使用している端末の
経年劣化に画面の不具合だ。

Q：この事業が目指すものは。
A：2050年までに温室効果ガス排
出量を実質ゼロにすることを目
指す。

Q：太陽光パネルについての目標値
も組み込まれているか。

A：事業計画としては模索中だ。太陽
光の技術の進歩を踏まえ、地球温
暖化対策に寄与していきたい。

歳 出 歳 出

小中学校
情報教育推進事業

地球温暖化
対策事業

960万円 75万円

健康保険証機能を持たせた「マイナ保険証」に一本化される。国民皆保険制
度が機能不全に陥りかねず、よって、国に対し現行保険証とマイナ保険証の
両立を求める意見書の提出を求めるもの

9
10

金崎

窪田

金崎

窪田

金崎

三浦

三浦

星

星

笠原

石岡

待寺

土佐

笹本

不採択

採　択

採　択

●マンション所有者一同から町長等宛て
に、今後も虚偽事件申告に係わる交渉
事を業者等と行う事はないとあり、拡幅
整備に協力する姿勢がないと解釈でき
る。

●虚偽の立証に、意図の存在と被害、影響
の発生が明確でなく、偽りと断定は難し
い。一方の主張のみで判断は下せない。

●陳情者は証拠を示しており、町長は条
例に沿って是正命令を出すべき。

●事業者側からは証拠の提出がなく、町
職員が確認したというだけ。町は見せ
られた証拠を事業者に求め、議会に提
出すべき。

そ  ご
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ごみ処理データの開示ごみ処理データの開示 ごみ処理に関する基本データ等を議会に開示、また、来期に向け生ごみ資源化処理
費等がわかるよう予算・決算体系の見直しを行政に働きかけるよう求めているもの

臨御橋架け替え
プロジェクト推進事業

4419万円
小中学校に配付している
タブレットの修繕料
1台当たり6万円×160台

再生可能エネルギーシステム等
設置補助金

ホテル建設の停止、是正ホテル建設の停止、是正
・共同住宅の所有者と事業者との間で齟齬が　　　　
生じている
・町は事業者に改めて住民と協議するよう指導している

事業者が町と住民を偽る対応は葉山町まちづくり条例を無視しているので、
議会から町に開発事業の停止と是正を勧告するよう求めているもの

・事業者に強く指導し、ホテルの営業が開始されてからも支
障のないようにすべき
・事業の停止と是正を議会から求めるには、しっかりとした
根拠をもって行うべき [賛成2：反対4⇒不採択]

窪田 賛成 反対

現保険証の継続現保険証の継続

・現保険証とマイナ保険証の両立を求めるものであり、併用を否定する理由はない。意見書を出す最後のチャンスだ
・資格確認書等バックアップもあり、マイナ保険証利用も増えている。ＤＸ促進を後押ししたい [賛成4：反対1⇒採択 ]

●マイナ保険証の利便性を向上させ、不
安払しょくのための丁寧な周知を進めて
いくべき。

●紙の保険証との併用によるシステムの
煩雑化、コストの増加等のデメリットも
考慮すべき。

●マイナンバーカードの普及率は8割を超
えている。予定通り一本化すべき。

●マイナンバーカードの取得は任意であ
るのに、保険証廃止は所持しない人に
不利益となる。

●マイナ保険証がよいという意見もあり、
選択できるシステムにすべき。

●介護施設入所者の場合、マイナカード
等を施設に預ける。個人情報の流出悪
用を防ぐためにも現行の保険証を使え
るようにしてほしい。 賛成 反対

➡国に対し意見書を提出することとしました。

・委員会等で一部データを公表している
・集団資源回収データは、周知も含めて今後ホーム
ページで公表していく

・生ごみ資源化の予算決算体系は、事業立てを変更
する方向だ [賛成3：反対2⇒採択 ]

●要求データ全てを求めているものではな
く、要求は妥当なものである。

●陳情要求データは決算審査に間に合わな
いため趣旨了承だが全会一致とならず、採
択とした。

●趣旨了承を主張するが、７年度から始まる
生ごみ資源化処理に伴う要望も組み込ま
れている。

●すでに願意は達成されている。

●すべてのデータは公開されている。審議の
ために本当に必要なものを議員が資料請
求すればよい。

賛成 反対 退席

・データ全ての開示を求めているものでなく、データを
更に議会でも役立てるため、採択をすべき

・議員が資料請求をすれば良い

歳 出 歳 出 歳 出

Q：財政調整基金に３億円、公共施設に４億
７千万円積み増した理由は。
A：公共公益重視で、老朽化した公共施設
の更新の経費に割り振った。

地方交付税等

地方交付税 （１３６６万円）
臨時財政対策債 (▲４１９０万円)
基金積立金 （７億７２８３万円）

鳥獣保護管理対策事業 486万円

Q：捕獲後に処理する拠点の要望があった
が対応は。

A：課題だと認識している。
Q：他自治体では生ごみ資源化施設で処理
しているが。

A：技術的には可能と思うが、申請内容等再
度検討した上で町として見解を固める。

歳 出歳 入

当初見込みを上回った外来鳥獣及び
イノシシの捕獲に係る業務委託料等

家庭用生ごみ処理機購入費補助金 町制100周年の周知と葉山町のPRのため
京浜急行の車両内に掲示するポスター制作

補修補強に係る予備設計及び
詳細設計業務

ゼロ・ウェイスト
推進事業 120万円

Q：生ごみ削減目標として「年150機を販売し燃や
すごみを約４ｔ減らす」というのは電動生ごみ処
理機だけか。

A：キエーロも含めて150機が目標だ。

町制施行
100周年記念事業 34万円

Q：12月22日から1月19日の間、
京浜急行電鉄のハッピートレイ
ンは毎日どこかで走るのか。

A：黄色い車両編成の全車両に葉
山町の広告を掲載する。年末年
始は京急逗子線に乗り入れ予
定だ。毎日かどうかはわからな
い。

Q：何社に見積もりを取ったのか。
A：何社かに実現可能か確認したが、
入札は１社のみだった。予定価格
が外部に漏れることはない。

Q：小中学校のタブレット破損の原因は。
A：令和3年から使用している端末の
経年劣化に画面の不具合だ。

Q：この事業が目指すものは。
A：2050年までに温室効果ガス排
出量を実質ゼロにすることを目
指す。

Q：太陽光パネルについての目標値
も組み込まれているか。

A：事業計画としては模索中だ。太陽
光の技術の進歩を踏まえ、地球温
暖化対策に寄与していきたい。

歳 出 歳 出

小中学校
情報教育推進事業

地球温暖化
対策事業

960万円 75万円

健康保険証機能を持たせた「マイナ保険証」に一本化される。国民皆保険制
度が機能不全に陥りかねず、よって、国に対し現行保険証とマイナ保険証の
両立を求める意見書の提出を求めるもの

9
10

金崎

窪田

金崎

窪田

金崎

三浦

三浦

星

星

笠原

石岡

待寺

土佐

笹本

不採択

採　択

採　択

●マンション所有者一同から町長等宛て
に、今後も虚偽事件申告に係わる交渉
事を業者等と行う事はないとあり、拡幅
整備に協力する姿勢がないと解釈でき
る。

●虚偽の立証に、意図の存在と被害、影響
の発生が明確でなく、偽りと断定は難し
い。一方の主張のみで判断は下せない。

●陳情者は証拠を示しており、町長は条
例に沿って是正命令を出すべき。

●事業者側からは証拠の提出がなく、町
職員が確認したというだけ。町は見せ
られた証拠を事業者に求め、議会に提
出すべき。

そ  ご

議会だより 第158号 令和6年11月14日発行議会だより 第158号 令和6年11月14日発行

定
例
会
・
臨
時
会
報
告

委
員
会
レ
ポ
ー
ト

一
般
質
問

決
算

委
員
会
レ
ポ
ー
ト

一
般
質
問

決
算

表
決
結
果

臨
時
会
・
定
例
会
報
告

定
例
会
・
臨
時
会
報
告

表
決
結
果

臨
時
会
・
定
例
会
報
告

89



議会だより 第158号 令和6年11月14日発行議会だより 第158号 令和6年11月14日発行

臨
時
会
・
定
例
会
報
告

委
員
会
レ
ポ
ー
ト

一
般
質
問

決
算

委
員
会
レ
ポ
ー
ト

一
般
質
問

決
算

表
決
結
果

臨
時
会
・
定
例
会
報
告

表
決
結
果

1011



議会だより 第158号 令和6年11月14日発行議会だより 第158号 令和6年11月14日発行

臨
時
会
・
定
例
会
報
告

委
員
会
レ
ポ
ー
ト

一
般
質
問

決
算

臨
時
会
・
定
例
会
報
告

委
員
会
レ
ポ
ー
ト

一
般
質
問

表
決
結
果

決
算

表
決
結
果

1213



議会だより 第158号 令和6年11月14日発行議会だより 第158号 令和6年11月14日発行

臨
時
会
・
定
例
会
報
告

委
員
会
レ
ポ
ー
ト

一
般
質
問

決
算

臨
時
会
・
定
例
会
報
告

委
員
会
レ
ポ
ー
ト

一
般
質
問

表
決
結
果

決
算

表
決
結
果

1213

　　　　　　　  　　　　　　　　　　　　　　　　議員氏名（議席順）
　議案・陳情等

三
浦星笹

本
中
村
石
岡
山
田
金
崎
荒
井
笠
原
待
寺
窪
田
近
藤
土
佐
伊
東

結
果

関連
記事

議案
第47号 令和5年度葉山町一般会計歳入歳出決算の認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○
討
論

○
○
討
論

○
討
論

－ 認定 P2

議案
第48号

令和5年度葉山町国民健康保険特別会計歳入歳出決算
の認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○
討
論

○
○
討
論

○
討
論

－ 認定 P6

議案
第49号

令和5年度葉山町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決
算の認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○
討
論

×
×
討
論

○
討
論

－ 認定 P6

議案
第50号

令和5年度葉山町介護保険特別会計歳入歳出決算の認
定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○
討
論

○
○
討
論

○
討
論

－ 認定 P6

議案
第51号 令和5年度葉山町下水道事業会計決算の認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○
討
論

○
○
討
論

○
討
論

－ 認定 P6

議案
第53号

葉山町個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関す
る条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

×
討
論

○ － 可決 P7

陳情 
第6-24号

現行の健康保険証とマイナ保険証の両立を求める意見書
提出の陳情

×
討
論

×
討
論

×
討
論

〇 〇 〇
○
討
論

〇 〇
○
討
論

○
討
論

〇 〇 － 採択 P9

陳情 
第6-25号

陳情 ごみ処理基本データの定期開示と生ごみ資源化処
理に伴う予算・決算体系の見直し

○ ×
討
論

×

○
○
討
論

○ ○
討
論

退
席

×
討
論

○ ○
討
論

○

× － 採択 P9

陳情 
第6-28号

トゥモローランド・ホテル建設の開発事業の停止と是正
を求める陳情書

×
討
論

× × ○ × ○
○
討
論

× × ×
○
討
論

○
×
討
論

－不採択 P9

議会議案 
第6-7号 現行の健康保険証とマイナ保険証の両立を求める意見書 × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○

○
討
論

○ ○ ○ － 可決 P9

　　　　　　　  　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  議員氏名（議席順）
　議案

三
浦
大
輝

星
加
代
子

笹
本
貢
史

中
村
和
雄

石
岡
実
成

山
田
由
美

金
崎
ひ
さ

荒
井
直
彦

笠
原
俊
一

待
寺
真
司

窪
田
美
樹

近
藤
昇
一

土
佐
洋
子

伊
東
圭
介

結

果

関
連
記
事

議案
第41号 令和６年度葉山町一般会計補正予算（第３号）

×
討
論

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
○
討
論

○
討
論

－ 可決 P7

○は賛成　　×は反対　　※議長に表決権はありません。可否同数のときのみ議長が決します。

○は賛成　　×は反対　　※議長に表決権はありません。可否同数のときのみ議長が決します。

第 3 回定例会　表決結果

全 会 一 致 の 議 案 等 結
果

関連
記事

議案第42号 令和６年度葉山町一般会計補正予算（第４号） 可決 P8

議案第43号 令和６年度葉山町国民健康保険特別会計補正予算（第２号） 可決 ―

議案第44号 令和６年度葉山町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） 可決 ―

議案第45号 令和６年度葉山町介護保険特別会計補正予算（第１号） 可決 ―

議案第46号 令和６年度葉山町下水道事業会計補正予算（第１号） 可決 ―

議案第52号 葉山町デマンド型乗合タクシーの実証運行に関する条例 可決 P7

議案第54号 葉山町国民健康保険条例の一部を改正する条例 可決 P7

議案第55号 葉山町下水道事業の設置等に関する条例の一部を改正する条例 可決 ―

議案第56号 葉山町下水道条例の一部を改正する条例 可決 ―

議案第57号 財産の取得について（職員用事務椅子231脚） 可決 ―

議案第58号 監査委員の選任について 同意 ―

議案第59号 人権擁護委員の推薦について 同意 ―

議案第60号 令和６年度葉山町一般会計補正予算（第５号） 可決 P8

議案第61号 令和６年度葉山町一般会計補正予算（第６号） 可決 ―

陳情 
第6-22号 令和７年度における「重度障害者医療費助成制度」の継続についての陳情 採択 P11

陳情 
第6-23号 令和７年度における透析治療への通院困難者に対する「通院支援」の継続についての陳情 採択 P11

陳情 
第6-26号 「町民参加条例（仮称）」設定の陳情 趣旨

了承 P10

陳情 
第6-27号 議員による職員への政党機関紙の庁舎内勧誘行為の中止を求める陳情書 不採択 P10

第 1 回臨時会　表決結果



問

　葉
山
町
指
定
重
要
文
化
財
は
65
個
あ
る
が
、
町
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
情
報
発
信
の
方
法
を
見
や
す
く
改

修
し
て
は
ど
う
か
。

教
育
部
長

　写
真
等
解
説
が
記
載
さ
れ
た
文
化
財
以

外
に
関
し
て
も
、
よ
り
詳
し
く
情
報
を
提
供
で
き
る

か
、
教
育
委
員
会
で
詰
め
て
い
く
。

問

　文
化
財
の
標
柱
の
管
理
は
、
誰
が
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
る
の
か
。

教
育
部
長

　文
化
財
全
般
の
話
と
し
て
、
原
則
と
し

て
所
有
者
管
理
と
い
う
形
に
な
っ
て
お
り
、
そ
の
所

有
者
の
負
担
軽
減
・
保
全
管
理
の
た
め
、
奨
励
金
と

い
う
形
で
支
援
し
て
い
る
。

問

　標
柱
の
維
持
管
理
に
つ
い
て
も
見
直
し
て
は
。

た
と
え
ば
、
山
火
事
防
止
看
板
の
管
理
と
同
様
、
毎

年
、
標
柱
の
写
真
を
撮
っ
て
状
況
確
認
す
る
な
ど
。

教
育
部
長

　町
内
に
は
標
柱
が
44
本
設
置
し
て
あ
り
、

確
認
で
き
な
い
本
数
で
は
な
い
の
で
、
今
後
の
管
理

も
含
め
て
状
況
に
応
じ
て
適
切
に
対
応
す
る
。

問

　現
在
の
標
柱
は
木
製
で
、
年
月
が
経
過
す
る
と

腐
食
す
る
の
で
、
改
修
費
用
が
１
本
７
万
円
位
な
ら

方
向
転
換
を
し
て
新
し
い
素
材
で
行
う
手
段
も
検
討

し
て
は
ど
う
か
。
た
と
え
ば
石
柱
な
ど
は
。

教
育
部
長

　文
化
財
に
関
し
て
は
標
柱
の
話
、
情
報

発
信
の
話
等
、
現
状
を
踏
ま
え
て
対
応
す
る
。

問
　
イ
ノ
シ
シ
課
を
作
れ
と
は
言
わ
な
い
が
、
専
門

の
人
を
雇
用
す
る
な
ど
、
撲
滅
を
目
指
す
の
で
あ
れ

ば
、
現
状
で
は
な
か
な
か
難
し
い
と
思
う
が
、
機
構

改
革
の
中
で
検
討
で
き
な
い
か
。

町
長
　
イ
ノ
シ
シ
だ
け
の
特
化
は
難
し
い
が
、
専
門

分
野
に
た
け
て
い
る
職
員
に
つ
い
て
は
、
意
識
し
な

け
れ
ば
と
思
っ
て
い
る
。
機
構
改
革
と
い
う
よ
り
、

皆
様
の
意
見
で
有
効
な
対
策
が
あ
れ
ば
ぜ
ひ
、
採
用

し
て
い
き
た
い
。

教
育
部
長

教
育
委
員
会
で
詰
め
て
い
く

教
育
部
長

中
学
校
が
少
し
短
い
認
識
は
あ
る

長運寺の標柱

問

　学
校
給
食
の
残
食
率
が
高
い
の
は
、
時
間
的
な

余
裕
が
な
い
か
ら
で
は
。

教
育
部
長

　現
在
、
小
学
校
が
40
分
、
中
学
校
が
30

分
だ
が
、
生
徒
ア
ン
ケ
ー
ト
で
も
時
間
が
短
す
ぎ
る

と
の
回
答
は
あ
っ
た
。

問

　必
要
に
応
じ
た
改
善
を
お
願
い
し
た
い
が
。

教
育
部
長

　引
き
続
き
調
査
の
上
、
協
議
し
て
い
く
。

問

　米
飯
と
お
か
ず
の
質
や
バ
ラ
ン
ス
、
提
供
さ
れ

る
量
に
も
課
題
が
あ
る
の
で
は
。

教
育
部
長

　少
な
か
ら
ず
様
々
な
要
因
が
関
係
し
て

い
る
と
は
認
識
し
て
い
る
が
、
中
学
校
給
食
に
関
し

て
は
、
始
ま
っ
た
ば
か
り
な
の
で
、
栄
養
士
、
調
理

師
と
も
連
携
し
、
充
実
し
た
給
食
が
提
供
で
き
る
よ

う
に
鋭
意
努
力
を
重
ね
て
い
く
。

問

　一
食
当
た
り
の
賄
材
料
費
不
足
が
、
提
供
さ
れ

る
メ
ニ
ュ
ー
に
影
響
し
て
い
る
の
で
は
。

教
育
部
長

　物
価
高
騰
の
あ
お
り
も
あ
り
、
厳
し
い

状
況
に
変
わ
り
は
な
い
。
今
後
、
必
要
に
応
じ
た
協

議
と
変
更
を
含
む
検
討
が
必
要
だ
。

問

　場
合
に
よ
っ
て
は
、
町
側
の
支
援
も
関
係
し
て

く
る
と
思
う
が
、
そ
の
想
い
や
覚
悟
は
。

町
長

　単
な
る
カ
ロ
リ
ー
摂
取
の
時
間
で
は
な
く
、

楽
し
く
有
意
義
な
食
事
の
時
間
に
し
て
ほ
し
い
。
責

任
を
も
っ
て
そ
の
価
値
を
高
め
る
協
議
を
、
保
護
者

の
方
も
含
め
て
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

問

　エ
シ
カ
ル
給
食
や
環
境
に
配
慮
し
た
葉
山
ら
し

い
学
校
給
食
を
進
め
る
上
で
、
学
校
給
食
会
か
ら
の

離
脱
を
視
野
に
入
れ
る
べ
き
で
は
。

教
育
部
長

　全
く
デ
メ
リ
ッ
ト
が
な
い
訳
で
は
な
く
、

今
ま
で
果
た
し
て
き
た
歴
史
的
な
大
き
な
役
割
と
、

様
々
な
課
題
な
ど
、
総
合
的
に
判
断
す
る
時
期
に
は

来
て
い
る
と
思
う
。

そ
の
他
の
質
問

　中
高
生
議
会
の
報
告

「学校給食残食率について」の
自作資料

町政を問う

一般質問一般質問
皆さんはどのテーマに関心がありますか？

一般質問は、答弁を含め、1人あたりの持ち時間は 60分です。
掲載している内容は、質問者の原稿を基に広報常任委員会が編集校正したものです。
会議録は、議会ホームページのほか、議会事務局、図書館でもご覧いただけます。

　各議員の枠内右下にある
QRコードを読み取ると議
会本会議での一般質問の動
画を観ることができます。
　また、過去に遡った質問
動画もご覧いただけます。

重
要
文
化
財

P.14

学
校
給
食

燃
や
す
ご
み
収
集

災
害
時
の
避
難

バ
リ
ア
フ
リ
ー
ビ
ー
チ

開
発
問
題

人
口
減
少
下
の
行
政

無
電
柱
化
計
画

開
発
許
可

障
害
者
差
別
法

交
通
安
全
対
策

P.14P.16

金崎ひさ

P.16P.16P.18P.18P.18P.20P.20

荒井直彦

P.20

星 加代子 山田由美近藤昇一 三浦大輝笹本貢史待寺真司

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
再
整
備
P.22

土佐洋子 石岡実成窪田美樹

葉
山
町
指
定
重
要
文
化
財
は

65
個
あ
る
が
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

情
報
を
見
や
す
く
し
て
は

神
奈
川
県
学
校
給
食
会
か
ら
の
離
脱

鳥
獣
対
策

学
校
給
食
の
残
食
率
が

高
い
の
は
、
時
間
的
余
裕
が

な
い
か
ら
で
は

石
岡
実
成

中村和雄

仮

荒
井
直
彦
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「
燃
や
す
ご
み
収
集
、

週
２
回
は
過
剰
サ
ー
ビ
ス
」と

答
弁
し
た
が

問

　燃
や
す
ご
み
収
集
週
１
回
体
制
は
、
置
き
場
や
保

管
容
器
、
臭
気
の
問
題
な
ど
、
不
安
の
声
が
あ
る
が
。

環
境
部
長

　問
題
解
決
を
し
て
進
め
て
い
き
た
い
。

問

　対
策
案
な
き
ま
ま
週
１
回
体
制
が
開
始
す
る
が
。

環
境
部
長

　令
和
７
年
１
、
２
月
に
試
行
を
行
う
。

問

　実
質
収
支
比
率
か
ら
健
全
財
政
支
出
の
範
囲
で

現
行
の
燃
や
す
ご
み
週
２
回
収
集
が
維
持
で
き
る
が
。

環
境
部
長

　サ
ー
ビ
ス
過
剰
に
な
っ
て
は
い
け
な
い
。

問

　町
長
は
臨
時
会
で
「
燃
や
す
ご
み
収
集
、
週
２

回
は
過
剰
サ
ー
ビ
ス
」
と
答
弁
し
た
が
、
背
景
は
。

町
長

　生
ご
み
週
２
回
、
燃
や
す
ご
み
週
２
回
、
合

計
週
４
回
の
収
集
体
制
は
不
合
理
と
考
え
る
。

問

　町
民
の
利
便
性
や
生
活
目
線
で
あ
る
べ
き
で
は
。

環
境
部
長

　参
考
に
す
る
。

問

　「
地
域
ま
る
ご
と
ホ
テ
ル
＠
三
浦
半
島
」
と
い
う

先
進
的
な
取
り
組
み
を
県
が
開
始
す
る
が
、
認
識
は
。

政
策
財
政
部
長

　三
浦
半
島
一
体
と
な
り
取
り
組
む
。

問

　町
民
に
負
担
を
か
け
な
い
財
源
確
保
手
段
と
し

て
、
観
光
客
向
け
に
、
宿
泊
税
を
導
入
し
て
は
。

総
務
部
長

　今
後
、
検
討
し
て
い
く
価
値
は
あ
る
。

問

　子
育
て
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
で
は
、
気
軽
に

託
児
利
用
で
き
る
場
所
が
な
い
と
い
う
声
が
多
い
が
。

福
祉
部
長

　一
時
預
か
り
サ
ー
ビ
ス
を
な
る
べ
く
増

や
せ
る
よ
う
に
、
こ
れ
か
ら
計
画
を
策
定
し
て
い
く
。

問

　他
自
治
体
の
一
時
預
か
り
施
設
で
は
１
日
最
大

料
金
の
設
定
が
あ
る
が
、
当
町
に
な
い
理
由
は
。

福
祉
部
長

　今
後
、
研
究
課
題
と
し
て
い
く
。

問

　行
政
最
上
位
計
画
策
定
に
向
け
、
人
口
減
少
社

会
に
ど
う
対
応
す
る
か
、
考
え
や
覚
悟
は
あ
る
か
。

町
長

　第
一
義
的
に
は
、
町
の
福
祉
的
要
素
に
つ
い

て
十
分
な
サ
ー
ビ
ス
を
維
持
し
て
い
く
こ
と
だ
。

町
長合

計
週
４
回
の
収
集
体
制
は

不
合
理
だ

都
市
経
済
部
長

町
で
も
行
政
指
導
を
行
う

問

　ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
が
、
車
椅
子
や
ベ
ビ
ー
カ

ー
で
も
砂
浜
を
歩
き
や
す
い
よ
う
に
、
砂
浜
に
マ
ッ
ト

を
設
置
・
維
持
管
理
を
行
っ
た
。
こ
の
活
動
を
、
町

と
し
て
も
後
押
し
し
て
ほ
し
い
が
。

都
市
経
済
部
長

　令
和
４
年
度
か
ら
一
色
海
岸
に
て

海
水
浴
場
開
設
期
間
中
に
マ
ッ
ト
を
設
置
し
た
実
績

が
あ
る
。
7
年
度
以
降
も
、
継
続
で
き
る
よ
う
に
協

力
し
て
い
き
た
い
。

問

　こ
の
夏
、
統
計
史
上
最
高
の
暑
さ
だ
っ
た
。
小

中
学
校
で
夏
の
体
育
館
授
業
は
ど
の
よ
う
に
行
っ
た

か
。

教
育
部
長

　国
や
県
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
即
し
、
激

し
い
運
動
を
控
え
、
31
℃
を
超
え
る
環
境
で
は
体
育

等
を
控
え
た
。
ま
た
、
こ
ま
め
に
休
憩
を
取
る
、
水

分
を
摂
る
と
い
う
こ
と
を
徹
底
し
た
。

問

　９
月
１
日
に
な
る
と
４
時
半
に
公
園
が
閉
ま
る
。

昨
今
、
４
時
台
で
は
ま
だ
暑
く
て
外
出
を
控
え
て
い
る

方
も
い
る
た
め
、
利
用
時
間
を
延
長
し
て
は
ど
う
か
。

教
育
部
長

　防
犯
、
安
全
面
を
考
慮
し
、
管
理
事
務

所
や
利
用
者
の
声
を
聞
い
て
検
討
し
て
い
く
。

問

　猫
の
飼
い
主
向
け
の
イ
ベ
ン
ト
予
定
の
進
捗
は
。

環
境
部
長

　令
和
５
年
は
犬
の
飼
い
主
向
け
に
開
催

し
た
。
猫
の
飼
い
主
向
け
の
意
見
交
換
・
学
び
あ
う

会
は
12
月
も
し
く
は
１
月
頃
に
予
定
し
て
い
る
。

問

　ペ
ッ
ト
の
防
災
に
つ
い
て
、
飼
い
主
は
高
い
関

心
が
あ
る
。
総
合
防
災
訓
練
で
ペ
ッ
ト
防
災
の
ブ
ー

ス
が
あ
る
の
で
、
積
極
的
な
告
知
を
し
て
は
。

総
務
部
長

　ペ
ッ
ト
を
連
れ
て
参
加
で
き
る
こ
と
を

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
広
報
し
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問

　郵
便
投
票
制
度
、
投
票
時
の
移
動

支
援
、
児
童
館
で
の
給
水
状
況

都
市
経
済
部
長

令
和
7
年
度
以
降
も
継
続
で
き
る

よ
う
協
力
し
た
い

南
郷
上
ノ
山
公
園
の
利
用
時
間

ペ
ッ
ト
の
飼
い
主
向
け
イ
ベ
ン
ト

子
育
て
環
境

第
五
次
総
合
計
画

奥
葉
山
（
里
山
）
地
域

熱
中
症
対
策

「地域まるごとホテル＠三浦半島」を
まとめた自作資料

一色平松の開発予定地

一色海水浴場のバリアフリービーチ活動

問

　一
色
平
松
な
ど
、
危
険
が
予
測
さ
れ
る
開
発
に

つ
い
て
は
、
事
業
者
に
強
く
警
告
す
る
べ
き
で
は
な

い
か
。
災
害
が
起
き
た
時
、
町
の
責
任
も
問
わ
れ
る

の
で
は
な
い
か
。

都
市
経
済
部
長

　県
が
法
に
基
づ
き
審
査
を
す
る
が
、

町
で
も
行
政
指
導
を
行
う
。

問

　ま
ち
づ
く
り
条
例
の
「
た
だ
し
書
き
」
の
運
用

に
つ
い
て
、
基
準
を
明
確
に
し
、
明
文
化
す
る
べ
き

で
は
な
い
か
。

都
市
経
済
部
長

　昨
今
の
開
発
行
為
に
際
し
、
町
民

に
心
配
を
か
け
た
部
分
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
今

後
は
そ
う
し
た
こ
と
が
な
い
よ
う
、
し
っ
か
り
条
例

を
運
用
し
た
い
。

問

　飛
び
地
の
緑
地
率
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

場
所
で
カ
ウ
ン
ト
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

環
境
部
長
　
事
業
者
に
配
慮
を
求
め
た
い
。

問

　避
難
所
へ
の
移
動
が
困
難
な
方
が
増
え
る
の
で
、

自
宅
を
シ
ェ
ル
タ
ー
化
す
る
方
向
で
、
町
民
に
呼
び

か
け
を
し
て
は
ど
う
か
。

都
市
経
済
部
長

　自
宅
の
耐
震
化
を
啓
発
す
る
。

問
　
家
全
体
の
耐
震
化
は
高
額
だ
が
、
防
災
ベ
ッ
ド

や
一
部
屋
だ
け
補
強
す
る
耐
震
シ
ェ
ル
タ
ー
も
あ
る
。

購
入
補
助
を
し
て
は
ど
う
か
。

総
務
部
長

　研
究
し
て
い
く
。

問

　小
中
学
校
再
編
に
向
け
、
停
電
し
て
も
避
難
所

と
し
て
機
能
す
る
よ
う
建
設
し
て
ほ
し
い
が
。

教
育
部
長

　防
災
の
視
点
で
も
検
討
し
て
い
く
。

問

　今
後
、
親
し
い
身
内
が
い
な
い
状
況
で
亡
く
な

る
方
が
増
え
る
。
死
後
の
事
務
を
民
間
に
委
ね
る
と

し
て
も
、
国
が
制
度
を
整
備
す
る
ま
で
、
町
が
中
継

役
を
務
め
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

福
祉
部
長

　前
向
き
に
研
究
し
て
い
る
。

三
浦
大
輝

災
害
時
の
避
難

終
活
サ
ポ
ー
ト

バ
リ
ア
フ
リ
ー
ビ
ー
チ
の

設
置
・
維
持
管
理
の
支
援
を

星
加
代
子

危
険
が
予
測
さ
れ
る

開
発
に
警
告
は

山
田
由
美
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問

　堀
内
の
ホ
テ
ル
・
マ
ン
シ
ョ
ン
建
設
に
お
い
て
、

ま
ち
づ
く
り
条
例
が
求
め
る
取
付
道
路
を
６
ｍ
に
拡

幅
さ
れ
な
い
の
に
、
な
ぜ
同
意
し
た
の
か
。

町
長

　拡
幅
整
備
に
協
力
い
た
だ
け
な
い
と
判
断
し

た
。

問

　６
ｍ
の
根
拠
は
住
民
の
安
全
の
た
め
だ
が
、
３

ｍ
に
満
た
な
い
場
所
が
あ
る
。

町
長

　一
方
通
行
出
口
の
た
め
、
取
付
道
路
と
は
考

え
て
い
な
か
っ
た
。
事
業
者
に
拡
幅
に
努
め
る
よ
う

依
頼
し
た
い
。

問

　事
業
者
が
道
路
拡
幅
の
た
め
に
住
民
と
協
議
し

た
記
録
に
虚
偽
が
あ
っ
た
と
町
民
は
訴
え
て
い
る
が
、

確
認
し
た
の
か
。

町
長

　議
事
録
は
承
知
し
て
い
る
。
町
は
真
偽
を
明

ら
か
に
す
る
も
の
を
持
っ
て
い
な
い
。
改
め
て
事
業

町
長経

緯
を
踏
ま
え
て
等
し
く
公
平
に

適
切
な
対
応
を
心
が
け
て
い
る

町
長町

内
会
館
は
大
事
だ

慎
重
に
議
論
し
て
い
く

問

　無
電
柱
化
計
画
に
つ
い
て
う
か
が
う
。

町
長
　
視
点
の
メ
イ
ン
は
災
害
リ
ス
ク
減
だ
。
引
き

続
き
「
令
和
８
年
度
県
計
画
」
に
載
せ
る
取
り
組
み

を
行
う
。

都
市
経
済
部
長

　予
算
に
あ
た
っ
て
は
、
複
数
年
度

に
わ
た
る
可
能
性
も
あ
る
。

問

　上
山
口
会
館
の
入
口
前
タ
イ
ル
修
繕
は
。

政
策
財
政
部
長

　原
因
が
樹
木
か
、
土
壌
か
を
調
査

し
、
舗
装
す
る
こ
と
を
含
め
て
検
討
を
し
て
い
る
。

問

　学
校
給
食
ス
ト
ロ
ー
の
廃
棄
に
つ
い
て
は
。

教
育
部
長

　上
山
口
小
学
校
で
の
生
分
解
が
進
ん
で

い
な
い
。
他
校
に
横
展
開
す
る
段
階
で
は
な
い
。

問

　ス
ト
ロ
ー
製
作
費
100
万
円
は
無
駄
で
は
。

教
育
部
長

　学
校
指
定
の
業
者
は
、
牛
乳
を
ス
ト

ロ
ー
レ
ス
で
提
供
で
き
な
い
現
状
だ
。
学
校
給
食
会

加
入
継
続
に
は
、
安
定
供
給
等
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る

た
め
、
総
合
的
に
検
討
し
た
い
。

問

　障
害
者
福
祉
に
つ
い
て
は
。

町
長
　
早
い
段
階
で
障
害
特
性
を
把
握
す
る
た
め
の

診
断
の
強
化
に
向
け
た
人
材
・
環
境
面
で
の
サ
ポ
ー

ト
体
制
を
、
国
・
県
に
要
望
し
て
い
る
。

福
祉
部
長
　
障
害
者
差
別
解
消
法
施
行
に
伴
う
合
理

的
配
慮
に
関
す
る
民
間
事
業
者
か
ら
の
問
い
合
わ
せ

は
、
現
時
点
で
は
受
け
て
い
な
い
。

問
　
高
齢
者
福
祉
計
画
・
介
護
保
険
事
業
計
画
に
つ

い
て
。
ア
ン
ケ
ー
ト
に
回
答
可
能
な
元
気
な
方
に
偏
っ

た
結
果
を
計
画
に
反
映
さ
せ
る
の
は
、
不
安
だ
が
。

福
祉
部
長
　
元
気
な
う
ち
は
制
度
を
知
ら
な
い
方
も

い
る
。
広
報
、
対
面
等
で
も
サ
ー
ビ
ス
提
供
に
つ
な

げ
る
対
応
を
し
っ
か
り
す
る
。

町
長視

点
の
メ
イ
ン
は
災
害
リ
ス
ク
減
だ

サッポロビールの保養所

上山口会館前の状況

問

　２
０
４
０
年
に
は
１
１
０
０
万
人
の
労
働
者
が

不
足
し
、
介
護
・
保
育
は
崩
壊
す
る
と
い
う
報
告
が

あ
る
。
行
政
の
力
の
減
退
が
予
測
さ
れ
る
中
、
支
え

合
え
る
地
域
に
す
る
こ
と
が
必
要
と
思
う
が
、
ど
う

か
。

町
長

　葉
山
は
、
他
自
治
体
に
比
べ
て
耐
え
ら
れ
る

と
こ
ろ
が
あ
る
が
、
ど
こ
ま
で
適
応
で
き
る
か
。
Ａ

Ｉ
や
ロ
ボ
ッ
ト
の
活
用
、
地
域
で
の
課
題
解
決
、
意

識
改
革
が
必
要
に
な
る
。

問

　今
後
、
町
の
財
源
も
職
員
も
減
少
し
て
い
く
中
、

地
域
の
力
を
強
め
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は

町
内
会
館
が
必
要
だ
。
体
力
の
あ
る
今
の
う
ち
に
、

町
内
会
館
を
整
備
す
べ
き
と
思
う
が
。

町
長

　公
共
施
設
の
中
で
町
内
会
館
の
位
置
づ
け
は

大
事
だ
。
慎
重
に
議
論
を
し
て
い
く
。

問

　閉
鎖
し
た
サ
ッ
ポ
ロ
ビ
ー
ル
の
保
養
所
の
利
用

を
、
町
と
し
て
考
え
た
ら
ど
う
か
。

都
市
経
済
部
長

　公
共
的
利
用
の
可
能
性
に
つ
い
て

尋
ね
ら
れ
て
い
る
。
慎
重
に
検
討
し
て
い
る
。

問

　人
口
が
減
少
す
る
20
年
、
30
年
先
の
葉
山
の
地

域
を
想
定
し
た
学
校
づ
く
り
を
し
て
ほ
し
い
が
。

町
長

　地
域
の
拠
点
と
し
て
、
学
校
が
変
容
し
て
い

く
可
能
性
を
感
じ
て
い
る
。
設
計
に
あ
た
っ
て
重
要

な
視
点
と
し
た
い
。

問

　働
き
手
不
足
の
中
、
公
務
員
、
特
に
町
村
職
員

の
不
足
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。
元
気
な
葉
山
町
を
ア

ピ
ー
ル
し
、
職
員
の
確
保
に
努
め
て
欲
し
い
が
。

町
長

　多
く
の
職
員
と
議
論
し
、
引
き
続
い
て
働
い

て
も
ら
え
る
環
境
を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
。

総
務
部
長

　葉
山
の
町
の
魅
力
に
、
町
職
員
と
し
て

働
く
魅
力
を
ど
う
重
ね
る
か
、
在
宅
勤
務
な
ど
働
き

方
も
含
め
て
研
究
し
た
い
。
採
用
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の

工
夫
も
し
て
い
る
。

者
に
指
導
を
し
て
い
る
。
住
民
に
協
議
依
頼
を
行
っ

て
い
る
。
可
能
な
ら
整
備
を
行
う
よ
う
指
導
を
す
る
。

問

　住
民
か
ら
は
訪
問
を
受
け
て
い
な
い
と
の
文
書

と
、
そ
の
軒
数
が
提
出
さ
れ
て
い
る
が
、
事
業
者
か

ら
は
何
も
資
料
が
提
出
さ
れ
て
い
な
い
が
。

都
市
経
済
部
長

　状
況
を
確
認
し
、
検
討
す
る
。

問

　町
が
道
路
幅
に
つ
い
て
県
土
木
と
相
談
し
て
い

た
こ
と
を
承
知
し
て
い
た
の
か
。

町
長

　町
と
し
て
は
承
知
し
て
い
な
い
。
都
市
計
画

法
に
基
づ
く
道
路
幅
は
県
が
判
断
す
る
。

問

　県
土
木
に
は
町
と
の
協
議
記
録
は
残
っ
て
い
る
。

都
市
経
済
部
長

　す
り
合
わ
せ
を
行
っ
た
。

問

　6
月
に
町
民
が
出
し
た
公
開
質
問
状
に
、
な
ぜ
、

何
も
答
え
な
い
の
か
。

町
長

　経
緯
を
踏
ま
え
て
等
し
く
公
平
に
適
切
な
対

応
を
心
が
け
て
い
る
。

そ
の
他
の
質
問

　町
の
控
訴
提
起
、
堀
内
会
館
再
整

備
、
サ
ン
ピ
ア
訴
訟
、
下
山
口
土
盛
り
問
題

町
民
か
ら
の
公
開
質
問
状
に

な
ぜ
答
え
な
い
の
か

近
藤
昇
一

施
設
修
繕

ス
ト
ロ
ー
問
題

障
害
者
福
祉

高
齢
者
福
祉
計
画
・
介
護
保
険
事
業
計
画

働
き
手
不
足
の
中
で
の
職
員
確
保

笹
本
貢
史

無
電
柱
化
計
画
に
つ
い
て

う
か
が
う

地
域
の
力
を
強
め
る
た
め

町
内
会
館
の
整
備
を

中
村
和
雄

ホテル建設現場
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花
火
大
会
実
行
委
員
会
の

代
表
は
町
長
だ
が

問

　葉
山
海
岸
花
火
大
会
実
行
委
員
会
は
町
が
補
助

金
を
出
し
て
い
る
団
体
な
の
で
、
町
長
が
実
行
委
員

会
に
補
助
金
を
渡
す
の
は
、
お
か
し
い
と
思
う
が
。

町
長

　実
行
委
員
会
で
合
意
し
て
い
る
。
過
去
か
ら

監
査
へ
の
相
談
等
、
法
的
手
続
き
も
確
認
し
て
き
た
。

問

　ホ
テ
ル
建
設
許
可
申
請
の
際
、
県
へ
の
提
出
資

料
に
誤
解
を
生
じ
さ
せ
る
表
記
が
あ
っ
た
が
。

都
市
経
済
部
長

　事
業
者
に
遺
憾
だ
と
伝
え
た
。
承

知
し
、
今
後
は
気
を
つ
け
る
と
の
こ
と
だ
。

問

　情
報
公
開
で
「
道
路
幅
に
関
し
て
町
は
県
土
木

と
打
ち
合
わ
せ
を
行
っ
て
い
な
い
」
と
、
町
長
名
で

出
て
い
る
が
、
県
か
ら
の
資
料
で
町
が
相
談
に
乗
っ

て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
そ
の
真
意
は
。

都
市
経
済
部
長

　話
の
確
認
の
た
め
、
事
業
者
、
県
、

町
長委

員
会
で
合
意
し
て
い
る

福
祉
部
長

ま
ず
は
障
害
に
対
す
る
正
し
い

理
解
を
深
め
た
い

問

　以
前
指
摘
し
た
旧
消
防
第
４
分
団
跡
地
前
交
差

点
及
び
大
変
危
険
な
横
断
歩
道
改
善
の
進
捗
状
況
は
。

都
市
経
済
部
長

　警
察
判
断
と
な
る
の
で
解
体
整
備

後
、
葉
山
警
察
署
交
通
課
に
相
談
し
た
。
ま
だ
回
答

は
得
て
な
い
が
、
県
土
木
事
務
所
と
も
歩
道
の
切
り

下
げ
や
、
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
の
移
設
等
協
議
が
必
要
だ
。

問

　最
も
危
険
と
思
わ
れ
る
旧
役
場
前
の
下
り
線
バ

ス
停
改
善
に
向
け
、
一
歩
進
め
て
欲
し
い
が
状
況
は
。

都
市
経
済
部
長

　神
奈
川
県
に
整
備
の
要
望
を
行
っ

て
い
る
。
今
後
周
辺
の
土
地
利
用
の
際
に
は
、
ま
ち

づ
く
り
条
例
に
よ
る
協
議
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

問

　家
庭
用
の
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
付
き
電
源
に
対
し

補
助
制
度
を
設
け
、
自
助
の
動
機
づ
け
と
し
て
は
。

総
務
部
長

　ま
だ
検
討
し
て
い
な
い
が
、
家
庭
よ
り

自
主
防
災
組
織
に
備
え
て
も
ら
う
手
段
を
検
討
中
だ
。

問

　第
五
次
葉
山
町
総
合
計
画
策
定
も
最
終
局
面
を
迎

え
て
い
る
。
冒
頭
に
「
発
刊
に
向
け
て
」
と
町
長
の
文

章
が
入
る
の
が
通
例
だ
が
「
町
に
対
す
る
想
い
」
と
か

「
２
０
４
０
年
へ
の
私
の
考
え
」
な
ど
、
将
来
ビ
ジ
ョ

ン
や
町
民
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
信
し
て
は
。

町
長

　政
治
的
で
は
な
く
行
政
的
な
コ
メ
ン
ト
を
書

い
て
き
た
が
、
審
議
会
の
意
見
も
同
じ
方
向
で
あ
る

と
肌
で
感
じ
て
い
る
し
、
年
齢
に
応
じ
た
様
々
な
コ

メ
ン
ト
も
入
っ
て
い
る
の
で
、
そ
の
よ
う
な
感
覚
で

決
し
て
政
治
的
で
は
な
く
、
私
の
想
い
も
書
き
た
い

と
思
う
。
ご
指
摘
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

問

　教
育
総
合
プ
ラ
ン
に
代
わ
る
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
の
策

定
に
際
し
、
教
育
長
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
も
発
信
し
て
は
。

教
育
長

　葉
山
の
教
育
が
何
を
目
指
し
て
い
く
の
か
、

だ
い
ぶ
伝
わ
っ
て
き
た
「
楽
校
を
つ
く
ろ
う
！
」
と

い
う
部
分
を
併
せ
て
６
つ
の
考
え
方
を
整
理
す
る
。

都
市
経
済
部
長

解
体
整
備
後
、
葉
山
警
察
署

交
通
課
に
相
談
し
た

大
規
模
自
然
災
害
対
策

第
五
次
葉
山
町
総
合
計
画

開
発
許
可

堀
内
会
館

危険な交差点及び横断歩道

問

　障
害
者
差
別
法
改
正
に
よ
り
合
理
的
配
慮
の
提

供
が
義
務
化
さ
れ
た
。
店
舗
等
に
助
成
制
度
創
設
を
。

福
祉
部
長

　手
す
り
設
置
等
、
全
国
的
な
民
間
事
業

所
助
成
は
承
知
し
て
い
る
。
ま
ず
は
障
害
に
対
す
る

正
し
い
理
解
を
深
め
、
周
知
、
相
談
か
ら
入
り
た
い
。

問

　義
務
化
だ
け
で
な
く
、
財
政
支
援
も
必
要
で
は
。

福
祉
部
長

　効
果
的
だ
が
、
先
ず
は
周
知
に
務
め
る
。

問

　障
が
い
者
雇
用
創
出
の
場
と
し
て
、
し
お
さ
い

公
園
の
お
茶
室
や
南
郷
公
園
で
喫
茶
コ
ー
ナ
ー
は
。

教
育
部
長

　雇
用
創
出
の
観
点
も
検
討
す
べ
き
だ
が
、

施
設
全
体
ど
う
あ
る
か
の
段
階
で
で
き
て
い
な
い
。

問

　軽
度
中
等
度
難
聴
児
補
聴
器
購
入
費
助
成
の
年

齢
制
限
撤
廃
で
加
齢
性
難
聴
者
も
対
象
に
な
る
が
。

福
祉
部
長

　医
療
機
関
の
早
期
受
診
周
知
に
努
め
る
。

問

　全
国
的
に
火
災
被
害
者
は
高
齢
者
が
多
数
な
の

で
、
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
に
火
災
警
報
器
の
機
能
を
。

福
祉
部
長

　高
額
に
な
る
。
代
替
策
を
研
究
し
た
い
。

問

　火
災
時
直
接
通
報
や
、
選
択
制
の
自
治
体
も
あ

る
。
逃
げ
遅
れ
防
止
に
も
警
報
器
の
み
設
置
助
成
は
。

消
防
長

　火
災
件
数
は
近
隣
の
状
況
で
も
高
齢
者
宅

は
多
い
。
高
齢
者
宅
こ
そ
設
置
し
て
ほ
し
い
。

問

　シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
長
期
利
用
の
場
合
、
介
護
保

険
制
度
改
正
で
更
に
施
設
側
の
収
入
は
減
算
さ
れ
る
。

利
用
者
側
は
利
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
情
が
あ

る
。
特
養
等
の
状
況
を
鑑
み
、
町
は
減
算
分
補
填
を
。

福
祉
部
長

　利
用
事
情
は
認
識
し
て
い
る
。
ケ
ア
マ

ネ
等
関
係
者
と
事
例
研
究
し
適
正
化
に
つ
な
げ
た
い
。

問

　介
護
事
業
所
の
紙
お
む
つ
処
分
費
の
助
成
は
。

福
祉
部
長

　入
所
系
サ
ー
ビ
ス
の
お
む
つ
代
は
保
険

給
付
対
象
。
介
護
報
酬
に
基
づ
い
て
運
用
し
て
い
る
。

問

　避
難
所
に
も
な
る
体
育
館
、
学
校
再
編
と
は
別

に
エ
ア
コ
ン
設
置
や
シ
ェ
ル
タ
ー
等
熱
中
症
対
策
を
。

福
祉
部
長

　暑
さ
を
し
の
ぐ
場
所
３
カ
所
設
置
し
た
。

町
と
３
者
で
集
ま
っ
た
と
聞
い
て
い
る
。

問

　「
道
路
拡
幅
協
力
の
意
思
確
認
書
」
に
つ
い
て

町
民
本
人
は
、
確
認
さ
れ
て
い
な
い
と
の
こ
と
だ
が
。

都
市
経
済
部
長

　こ
の
人
に
対
し
て
、
直
接
拡
幅
の

話
は
な
か
っ
た
と
解
釈
し
て
い
る
。

問

　特
殊
車
両
の
逆
走
の
件
は
、
近
隣
の
方
の
許
可

を
取
る
よ
う
指
導
し
た
の
か
。

都
市
経
済
部
長

　そ
の
と
お
り
だ
。

問

　騒
音
被
害
と
い
う
、
協
定
書
違
反
の
対
応
は
。

町
長

　環
境
課
長
か
ら
直
に
聞
き
、
県
も
巻
き
込
ん

で
、
し
っ
か
り
と
対
応
す
る
よ
う
指
示
を
し
た
。

問

　堀
内
会
館
再
整
備
検
討
委
員
会
の
設
置
は
、
会

館
を
町
の
所
有
に
し
て
か
ら
だ
と
思
う
が
。

町
長

　両
面
か
ら
進
め
る
。

問

　移
行
に
関
す
る
話
し
合
い
は
、
堀
内
会
館
運
営

委
員
会
の
誰
と
進
め
て
い
る
の
か
。

政
策
財
政
部
長

　代
表
と
話
し
て
い
る
が
、
任
意
の

団
体
な
の
で
、
個
人
名
は
差
し
控
え
る
。

葉山の花火　主催は実行委員会

が
っ
こ
う

金
崎
ひ
さ

高
齢
者
世
帯
に
火
災
警
報
器
機
設
置高齢者世帯に火災警報器設置補助を

（大磯町ホームページより）

窪
田
美
樹

合
理
的
配
慮
の
提
供
が

義
務
化
さ
れ
た
の
で
、

店
舗
等
に
助
成
を

旧
消
防
第
４
分
団

跡
地
前
交
差
点
の
改
良
は

待
寺
真
司
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問

　ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
再
整
備
工
事
が
遅
れ
て
い

る
だ
け
で
は
な
く
、
ス
ト
ッ
プ
し
て
い
る
と
い
う
こ

と
を
知
り
大
変
衝
撃
を
受
け
た
が
、
進
捗
と
対
応
は
。

町
長

　生
ご
み
資
源
化
処
理
施
設
は
、
９
月
10
日
以

降
工
事
が
中
断
し
て
い
る
。
令
和
７
年
２
月
末
ま
で

に
工
事
を
着
実
に
進
め
る
よ
う
、
要
請
し
て
い
る
。

問

　完
成
ま
で
逆
算
し
て
工
事
着
工
の
リ
ミ
ッ
ト
は
。

町
長

　11
月
に
は
何
ら
か
の
形
で
着
工
し
な
け
れ
ば

物
理
的
に
厳
し
い
。
国
・
県
の
交
付
金
が
延
長
な
ど
、

柔
軟
に
対
応
し
て
も
ら
え
る
か
わ
か
ら
な
い
。

問

　堆
肥
を
利
用
で
き
な
い
と
、
ご
み
に
な
る
が
。

町
長

　年
間
で
葉
山
町
約
150
t
の
堆
肥
を
、
無
償
で

町
民
が
南
郷
上
ノ
山
公
園
等
か
ら
持
ち
帰
り
、
農
家
に

は
ト
ラ
ッ
ク
で
畑
へ
の
配
送
に
も
対
応
し
た
い
。

問

　市
民
・
町
民
交
流
を
進
め
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

町
長

　行
政
各
分
野
の
職
員
に
よ
る
交
流
を
深
め
、

情
報
や
課
題
の
共
有
を
通
じ
連
携
を
強
化
し
た
い
。

問

　葉
山
町
制
100
周
年
P
R
大
使
の
今
後
の
活
躍
は
。

町
長

　任
期
終
了
後
に
向
け
て
、
ミ
ュ
ー
シ
ー
の
意

向
を
伺
い
な
が
ら
、
協
力
関
係
を
議
論
し
た
い
。

問

　マ
イ
ナ
保
険
証
を
活
用
し
て
の
救
急
活
動
は
。

消
防
長

　実
証
実
験
に
県
内
で
は
、
８
市
１
町
が
参

加
し
て
い
る
。
全
国
平
均
利
用
率
は
8.3
％
で
、
本
町

で
は
２
カ
月
間
で
21 

2
％
だ
。

問

　マ
イ
ナ
救
急
で
救
急
搬
送
が
早
く
な
る
の
か
。

消
防
長

　医
療
機
関
に
引
き
継
ぐ
と
き
に
、
治
療
、

診
察
に
入
る
ま
で
の
総
体
的
な
時
間
が
短
く
な
る
。

問

　町
営
住
宅
等
の
公
営
住
宅
の
拡
充
は
。

町
長

　現
有
施
設
の
適
切
な
維
持
管
理
に
努
め
る
。

問

　居
住
に
貢
献
し
た
貸
主
へ
の
税
制
優
遇
は
。

町
長

　法
改
正
や
他
自
治
体
の
動
向
を
注
視
し
た
い
。

町
長生

ご
み
資
源
化
処
理
施
設
は
、

工
事
が
中
断
し
て
い
る
状
況
だ

姉
妹
都
市
・
友
好
都
市
の
あ
り
方

　

命
を
救
う
消
防
・
救
急
活
動

　
　

住
宅
確
保
要
配
慮
者
の
居
住
支
援御用邸友好都市のキャラクターたち

(左からペルリン、ミューシー、キュービー)

●
６
月
20
日
付
で
町
を
被
告
と
す
る

訴
状
が
、
土
地
所
有
者
か
ら
横
浜
地

方
裁
判
所
横
須
賀
支
部
に
提
出
さ
れ

ま
し
た
。
町
と
し
て
は
、
９
月
24
日

に
予
定
さ
れ
て
い
る
弁
論
準
備
の
期

日
に
向
け
て
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

町
長
行
政
報
告

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

再
整
備
工
事
の
進
捗
は

土
佐
洋
子

●
７
月
６
日
深
夜
か
ら
７
日
に
か
け
、

役
場
庁
舎
正
面
玄
関
付
近
に
お
い
て

何
者
か
が
お
こ
し
た
火
に
よ
り
庁
舎

施
設
の
一
部
が
損
傷
、
損
害
を
受
け

る
事
件
が
発
生
し
ま
し
た
。
警
察
に

被
害
届
を
堤
出
し
、
捜
査
の
行
方
を

注
視
し
て
い
ま
し
た
が
、
７
月
25
日

の
警
察
発
表
に
よ
れ
ば
、
被
疑
者
を

逮
捕
し
た
と
の
こ
と
、
今
後
、
役
場

庁
舎
の
警
備
を
強
化
し
て
い
き
ま
す
。

●
町
制
施
行
100
周
年
記
念
事
業
の
一

環
と
し
て
、
原
動
機
付
き
自
転
車
の

オ
リ
ジ
ナ
ル
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
を

枚
数
限
定
で
交
付
し
ま
す
。

.

まちづくりに、皆さんのご意見をお聞かせ
ください。

※お車でお越しの方は役場駐車場をご利用ください。

令和7年2月2日（日） 10時～12時
教育総合センター会議室（町役場横）

日　時
場　所

申し込みは不要ですので、
お気軽に会場へお越しください。

議会主催議会主催

④公共施設

③交通①ごみ

②子育て

台風の影響により、中止となった日程の振替開催です。



　10
月
20
日
葉
山
町
防
災
訓
練
が
、

一
色
小
学
校
校
庭
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　表
紙
の
写
真
は
土
の
う
作
り
、

初
期
消
火
や
ジ
ャ
ッ
キ
で
家
具
を

持
ち
上
げ
挟
ま
れ
た
人
を
救
い
出

す
救
助
体
験
の
様
子
な
ど
で
す
。

　自
衛
隊
、
警
察
の
特
殊
車
両
の

試
乗
、
移
動
ト
イ
レ
展
示
、
煙
に

囲
ま
れ
る
体
験
な
ど
も
。

　ま
た
、
体
育
館
で
は
避
難
生
活

体
験
も
あ
り
、
大
人
も
子
ど
も
も

た
く
さ
ん
の
町
民
が
参
加
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

　地
震
や
災
害
に
遭
遇
し
た
時
に

ど
の
様
に
自
分
や
家
族
を
守
り
、

人
の
役
に
立
て
る
の
か
。

　頭
で
は
分
か
っ
て
い
て
も
、
い

ざ
そ
の
場
で
は
な
か
な
か
動
け
な

い
も
の
で
す
。

　こ
う
し
た
体
験
型
の
防
災
訓
練

が
町
民
皆
様
の
お
役
に
立
て
れ
ば

幸
甚
で
す
。

10
月
30
日
　笠
原
俊
一
　記

発
行
／
葉
山
町
議
会
　
〒
240-0192　

神
奈
川
県
三
浦
郡
葉
山
町
堀
内
2135

編
集
／
議
会
広
報
常
任
委
員
会
　
発
行
日
／
令
和
6
年
11
月
14
日
　
TEL.046-876-1111

議
会
だ
よ
り
　
15
8
号

議

　長

　伊
東

　圭
介

議
会
広
報
常
任
委
員
会

荒
井

　直
彦

　
　窪
田

　美
樹

三
浦

　大
輝

　
　星

　加
代
子

石
岡

　実
成

　
　山
田

　由
美

笠
原

　俊
一

編

後
集

記

定例会のスケジュールは変更になる可能性があります。
また、一般質問は質問者数によって日程が変動します。
詳しくは議会ホームページにてご確認ください。

次回定例会は…
11/27-12/16 の予定です。

11/27（水）
12/13（金）

12/11（水）
12/12（木）
12/13（金）

12/3（火）
12/4（水）

12/5（木）

11/28（木）
11/29（金）
12/2（月）

録音版議会だより
議会だよりは音声データを作成
しています。ご希望の方は議会
事務局までご連絡ください。

♬

議会のライブ・録画中継はスマートフォン、
タブレットでも視聴できます。

視聴は
こちら

議会ホームページのトップの
Googleカレンダーから、
最新の議会日程が確認できます。

議案審議 一般質問 各常任委員会

議会運営委員会各特別委員会

こ
う

 じん

Autumn  2024.11.14
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葉山町総合防災訓練@一色小学校
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